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令和 7年度 第 3 回教育研究評議会議事要録 

 

日 時：令和 7 年 6 月 12 日（木）14:00～15:49 

場 所：ハイブリッド開催 ※対面（事務局棟第一会議室）及びオンライン（Teams）併用 

出席者：太田学長、佐川理事・副学長（総括・財務・企画・評価）、久留主理事・副学長（総

務・教育）、金野理事・副学長（学術）、下山田理事（社会連携・基金運営）、菊池理

事（ダイバーシティ・国際・SDGs）、原口人文社会科学野長・人文社会科学部長、勝二

教育学野長・教育学部長、岡田基礎自然科学野長・理学部長、乾応用理工学野長・工学

部長・理工学研究科長、宮口応用生物学野長・農学部長、福与地域未来共創学環長、後

藤評議員、上地評議員、下村評議員、横木評議員、長谷川評議員、田中評議員、井上拓

也評議員、新井評議員、田内評議員、小林評議員、井上栄一評議員、西川副学長（教育

改革・広域連携教育）、池田副学長（国際連携教育）、中村副学長（アドミッション統

括） 

監事監査規則第 9 条第 2 項に基づく出席者：人見監事、白田監事 

 

議 題 

審議事項 

１ 茨城大学名誉教授の選考について 

２ 令和 6 年度自己点検評価書（案）について 

３ 令和 6 年度教職課程自己点検結果報告書について 

４ いばらき県央地域連携中枢都市圏を形成する 5市 3 町 1 村と国立大学法人茨城大学との包

括連携協定の締結について 

５ 社会人リカレント教育プログラム専門コースの設置及び茨城大学社会人リカレント教育プ

ログラム規程の全部改正等について 

６ 茨城大学学則等の一部改正について 

７ 国立大学法人ガバナンス・コードの実施状況について     

 

報告事項 

１ 水戸駅南サテライトの活用促進について 

２ 大学院における研究指導に関する FD の開催について 

３ 令和 6 年度教職大学院認証評価の評価結果について 

４ 令和 7 年度原子科学研究教育センター体制について 

５ 令和 7 年度カーボンリサイクルエネルギー研究センター兼務教員について 

６ 「わが国の将来を担う国立大学の新たな将来像」（令和 7 年 3月 31 日国立大学協会）につ

いて  

７ 『我が国の「知の総和」向上の未来像～高等教育システムの再構築～（答申）』（令和 7

年 2月 21 日中央教育審議会）について 

８ 令和 7 年度茨城大学教学イノベーション機構 FD/SD 研修兼 法人経営人材育成研修の開催に

ついて 

 

議 事 概 要 

Ⅰ 審議事項（〇：構成員 ●：報告者、事務局等） 

 １ 茨城大学名誉教授の選考について 

学長から、茨城大学名誉教授の選考について、資料 1 に基づき審議願いたい旨の提案が

あった。次いで、人事労務課長から規程や選考方法等について、応用理工学野長から候補

者の推薦理由について説明があり、Web 投票の結果、候補者への名誉教授称号授与が了承 

された。 

 

 



- 2 -

２ 令和 6年度自己点検評価書（案）について 

学長から、令和 6年度自己点検評価書（案）について、資料 2に基づき審議願いたい旨

の提案があった。次いで、UA オフィス長より説明があり、審議の結果、提案のとおり了承

された。 

 

【主な意見】 

〇各取組の臨場感が伝わるような写真の使用を検討していただきたい。 

●ポスターなどの事前告知情報だけでなく、実施内容の具体的な様子や反応などの情報

を充実させた事後報告を提出してもらうよう、学野等に協力を依頼したい。 

 

３ 令和 6年度教職課程自己点検結果報告書について 

学長から、令和 6年度教職課程自己点検結果報告書について、資料 3 に基づき審議願い

たい旨の提案があった。次いで、理事・副学長（総務・教育）及び全学教職センター長か

ら説明があり、審議の結果、提案のとおり了承された。 

 

 ４ いばらき県央地域連携中枢都市圏を形成する 5 市 3 町 1 村と国立大学法人茨城大学との包

括連携協定の締結について 

学長から、いばらき県央地域連携中枢都市圏を形成する 5 市 3町 1 村と国立大学法人茨

城大学との包括連携協定の締結について、資料 4 に基づき審議願いたい旨の提案があっ

た。次いで、理事（社会連携・基金運営）より説明があり、審議の結果、提案のとおり了

承された。 

 

【主な意見】 

〇事業への参加によって予算支出が必要になる場合、学野等で負担するのか。 

●自治体と今後協議を進める。 

 

５ 社会人リカレント教育プログラム専門コースの設置及び茨城大学社会人リカレント教育プ

ログラム規程の全部改正等について 

学長から、社会人リカレント教育プログラム専門コースの設置及び茨城大学社会人リカ

レント教育プログラム規程の全部改正等について、資料 5 に基づき審議願いたい旨の提案

があった。次いで、社会連携センター長より説明があり、審議の結果、提案のとおり了承

された。 

 

【主な意見】 

〇社会人リカレント教育プログラム専門コース要項（案）第６条に定める科目申請手続

きのスケジュールが非常にタイトであるが、実際に要項に従った運用ができるのか。 

●間に合うように手続きを行う。 

 

６ 茨城大学学則等の一部改正について 

学長から、茨城大学学則等の一部改正について、資料 6に基づき審議願いたい旨の提案

があった。次いで、学務課長より説明があり、審議の結果、提案のとおり了承された。 

 

７ 国立大学法人ガバナンス・コードの実施状況について 

学長から、国立大学法人ガバナンス・コードの実施状況について、資料 7 に基づき審議

願いたい旨の提案があった。次いで、総務課長より説明があり、審議の結果、提案のとお

り了承された。 
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Ⅱ 報告事項 

 １ 水戸駅南サテライトの活用促進について 

理事・副学長（総務・教育）から、水戸駅南サテライトの活用促進について、資料 8に

基づき報告があった。 

 

 ２ 大学院における研究指導に関する FD の開催について 

理事・副学長（総務・教育）から、大学院における研究指導に関する FD の開催について、

資料 9に基づき報告があった。 

 

 ３ 令和 6 年度教職大学院認証評価の評価結果について 

 教育学研究科長から、令和 6 年度教職大学院認証評価の評価結果について、資料 10 に基

づき報告があった。 

 

 ４ 令和 7 年度原子科学研究教育センター体制について 

 原子科学研究教育センター長から、令和 7 年度原子科学研究教育センター体制について、

資料 11 に基づき報告があった。 

 

５ 令和 7 年度カーボンリサイクルエネルギー研究センター兼務教員について 

 カーボンリサイクルエネルギー研究センター長から、令和 7年度カーボンリサイクルエ

ネルギー研究センター兼務教員について、資料 12 に基づき報告があった。 

 

６ 「わが国の将来を担う国立大学の新たな将来像」（令和 7 年 3月 31 日国立大学協会）につ

いて 

 学長から、「わが国の将来を担う国立大学の新たな将来像」（令和 7年 3 月 31 日国立大

学協会）について、資料 13 に基づき報告があった。 

 

７ 『我が国の「知の総和」向上の未来像～高等教育システムの再構築～（答申）』（令和 7

年 2月 21 日中央教育審議会）について 

 学長から、『我が国の「知の総和」向上の未来像～高等教育システムの再構築～（答

申）』（令和 7年 2 月 21 日中央教育審議会）について、資料 14 に基づき報告があった。 

 

８ 令和 7 年度茨城大学教学イノベーション機構 FD/SD 研修兼 法人経営人材育成研修の開催に

ついて 

 学務部長から、令和 7 年度全学教職センター・スチューデントサクセスセンター・グロ

ーバルエンゲージメントセンター兼務教員について、資料 15 に基づき報告があった。 

 

 

Ⅲ 監事からの意見  

・社会人リカレント教育プログラム専門コースについて、キャリアチェンジやセカンドキャ

リアを考えている人にとって、単位取得や修了証明がより魅力的なものとなるよう、更なる

検討を進めていただきたい。  

 

 

Ⅳ その他 

  ・学長から、令和 7 年 7 月～12 月の教育研究評議会のスケジュール等について、お知らせが

あった 

 

・会議資料の公開について 

 学長から、資料 2 が非公開となる旨確認があった。 
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・次回の教育研究評議会について 

7 月 10 日（木） 13 時 40 分から 阿見キャンパスにて実施 


